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「コミュニケーション能力を高めるテレビ会議」
－ 特殊学級 生活単元学習を通して －

深谷西小学校

１ 単元名 作品展を見に行こう

２ 単元の目標
（１）作品作りに席を立たず、根気よく取り組むことができ、作品作りを楽しみ、工夫して作
ることができる。

（２）協力して作品展のポスター作りや招待状作り、見学の呼びかけをすることができる。
（３）近隣の学校と作品作り等の情報交換を（情報機器を使い）することができる。
（４）いろいろな人とコミュニケーションをする経験ができる。

（３３時間扱い）３ 指導計画概要
・写真や作品に触れ、自分の作りたい作品を考え、材料を準備する ・・・３時間。
・作品展のポスターや招待状を作り、掲示したり、届けたりする ・・・・６時間。

。 （ ）・作品展の作品を作る ・・・・・・・・１６時間 本時９／１６
※デジカメ撮影 （１時間）
※テレビ会議：各自が作品を見せ合う （２０分） 本時。

・作品展を見学する。 ・・・・・・・・・４時間
・まとめをする。アルバム整理や感想、デジカメ記録を作る ・・・・・・４時間。

４ 情報機器活用の意図・情報教育の視点
作品作りにおいて、その作り方等の情報をデジタルカメラで記録し、メール等で交換した
り、テレビ会議で相手校と作品の紹介や交流をした。作品をデジカメで記録に残すことは、
データベースとしての活用やポートフォリオ評価にも利用できる。また、映像での交換が手
軽にできるという利点がある。テレビ会議は、相手の話をきちんと聞いて、返事や応答もは
っきりとしないと会話が成立しにくい。知的障害や情緒障害のある児童にとって、自分の考
えを言葉や態度で表し伝えることや、相手の言葉を理解することなど、的確なコミュニケー
ション能力を育てることは、社会参加のために大切な力となると考える。

５ 本時の学習
（１）本時の目標
・テレビ会議で自分の作品の紹介ができる。
・テレビ会議で相手校の友だちの話を聞くことができる。
・友だちと仲良く、根気よく作品作りができる。
（２）展開の概要 〈次ページ〉

６ 成果と課題
、 、 、 、・テレビ会議は 今回で２回目だが 司会役を務めた５年生の 子は 初めは表情も硬くA

言葉も教師のオウム返しであったが、次第に、自分で考えて言葉を話すようになり、相手
も意識して進行できるようになった。
・個人によって課題は異なるが、自分の作品の紹介を大きい声で伝えようとする児童、相手
から材料や作り方について質問を受けて答える児童、テレビの画面を見つめる児童、どの
顔にも画面の相手を意識してかかわろうとする様子が見られた。
・デジタルカメラは手軽で、児童が楽しんで使えるので、表現方法の一つとして活用できる
と考えられる。情報機器の導入として使い、コンピュータへと発展させていき、多様な表
現方法を身につけさせたい。
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